
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１１月２７日             NO.２８１ 

 

 中沢貞袛は、天保８年（1837） 

に穴原で生まれ、法神流の達人で 

ある父 中沢孫右衛門について修 

行に励み、１４・５歳にして父の 

門弟中、彼の右に出るものはなか 

ったといわれ、１７歳で武者修行 

の旅に出、江戸の千葉周作、斉藤、 

桃井といった道場で学んだと墓石 

の裏にはあります。 

 幕末の浪士隊に採用され、新撰 

組の近藤勇などとともに京都にむ 

かいましたが中沢貞袛は、２週間で京都から江戸に呼び戻さ

れ、庄内藩支配下の新徴組として、江戸の警戒に当たり、ここ  

で小頭・剣術世話心得とな

りました。 

 明治７年（1874）３８

歳で穴原に戻り、道場を開

き、その門人は３５０人も

いたと伝えられています。 

 集落のほぼ中央に、薬師

堂があり、薬師様とお釈迦

様が祀られています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
野
田
内
閣
は
、
医
療
制
度
の
改
革
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
は
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
た
び
に
一
定
金
額
（
１
回
１
０
０
円
）
を
上
乗
せ
す
る
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
で
、
あ
ら

た
に
患
者
負
担
を
強
い
る
も
の
で
す
。 

 

こ
う
し
た
負
担
増
の
仕
組
み
を
一
度
作
っ
て
し
ま
え
ば
、
際
限
な
い
負
担
引
き
上
げ
に
道
を
開
く
こ
と

に
な
り
、
最
初
に
「
わ
ず
か
」
で
も
、
「
雪
だ
る
ま
式
」
に
負
担
が
ふ
く
れ
あ
が
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
増
や
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
、
必
要
な
医
療
を
患
者
に
我

慢
さ
せ
、
医
療
費
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
や
り
方
は
あ
ま
り
に
も
非
情
で
す
。 

 

日
本
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
（
現
役
世
代
３
割
、
高
齢
者
な
ど
１
～
３
割
）
は
、
公
的
医
療
保
険
の
あ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
な
ど
と
比
べ
る
と
異
常
に
高
く
、
窓
口
負
担
を
引
き
下
げ
る
こ

と
こ
そ
政
府
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
に
、
あ
ら
た
に
お
金
を
徴
収
す
る

受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
は
、
国
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
そ
の
も
の
で
す
。 

 東原新町で「第６回東原文化作品展」が１９日と２０

日開かれ、絵画や切り絵、彫刻、盆栽、写真、手芸など

多数の作品が展示されました。 

 東原新町の作品展は、「楽しみ 

づくり・生きがいづくり」の一つ 

として毎年開催され、今年で６回 

目をむかえました。 

 日本共産党群馬県委員会は１８日、県議会議員と市町村議会議員など

10 人が参加して、医療や福祉、農業、東日本大震災・原発事故、八ツ場

ダム問題、米軍の低空飛行訓練の中止などを各省庁に要望しました。 

 大東議員は、利根沼田地域の医師の確保、鳥獣害対策として柵の設置と

緩衝地帯整備の助成、原発事故による観光業 

への補償問題など担当の省庁に求めました。 

 緩衝地帯の整備について農水省は、新年度 

でも予算を確保したいとのべ、「地域協議会 

など地域で担い手をつくるところへは、財政 

的支援を重点的に行いたい」と答えました。 

 「真田ウィーク」の一環として１９日、沼田公園で「信州真田鉄砲隊」

の演武、上州二荒太鼓の演奏、歴史プロデューサー早川知佐さんの講演、       

母袋上田市長、熊川嬬恋村長、星野沼田市長によるパネルディスカッショ

ンなどがおこなわれました。 

早川知佐さんは講演で、「小松姫の生きた場

所、見た風景に触れられることが大切」と話し、

パネルディスカッションでは、真田氏にゆかり

の市町村が連携を強化していくことなどが話し

合われました。 

 塩尻市には、市民交流センター内の子育て支援センタ

ーと北部子育て支援センターの２カ所で、子育て関係の

情報提供や仲間づくり、講座の開催、相談活動、保育園

や児童館との連携など、きめ細かい子育て支援に取り組

まれていました。 

 今年度の重点目標として、地域ボランティアとの協働

による子育て事業の推進、地域に出向き支援活動の推進

などを掲げ、中・高生が「サマーチャレンジボランティ

ア」に多数参加するなど、年代を超えた活動にも力が入

れられていました。 


